
  

１）事業の概要 

事 業 名 ：押切地区防災集団移転促進事業 

事業箇所  ：小山市大字押切地内 

移転戸数 ：28 戸 

 

２）令和４年度までの取組み 

・移転対象住民に対して事業の内容を理解していただくための勉強会の開催（全３回） 

・移転先の選定に向けたアンケート調査、その結果を踏まえて移転先についての話し合い 

・移転先の決定、事業説明会 

・移転元地の公図・登記簿調査 

・集団移転促進事業計画の策定、移転元地の買取価格・建物の補償額の概算費用算定 

 

３）令和５年度の取組み 

・移転元地の測量、境界確認 

・移転先整備の予備設計 

 

 

（２）中里地区（輪中堤の整備） 
輪中堤とは、低地の集落を囲うように設置 

する堤防を整備する事業です。 

中里地区では「平成 27 年 9月関東・東北豪 

雨」にて浸水した宅地箇所及び浸水高を対象 

に計画しております。 

また、輪中堤の高さが低い場合や住宅等が 

あり用地確保が困難な区間についてはコンク 

リート擁壁等の構造物で対応します。 

 

１）事業の概要 

事 業 名 ：中里地区輪中堤整備事業 

事業箇所  ：小山市大字中里地内 

 

２）令和４年度までの取組み 

・地元住民の整備方針についての意見 

交換会の開催（全２回） 

・事業説明会 

 

３）令和５年度の取組み 

・ 輪中堤整備位置周辺の測量 

・ 輪中堤の基本・詳細設計 

 

小山市では「平成 27 年 9月関東・東北豪雨」により、大きな被害を受けた「杣井木川流域」

の排水強化対策について、国・県・県議会・市議会・地元自治会・土地改良区等を構成員とす

る「小山市排水強化対策プロジェクト」において、多岐にわたる抜本的な排水強化対策につ

いて検討を行い、県事業の補完整備として「輪中堤の整備」及び「田んぼダム」を行う方針を

決定しました。 

しかし、「輪中堤の整備」について、浸水被害に見舞われた押切・中里・下泉地区の住民等

を対象に説明会を開催したところ、地元住民から賛同を得ることができませんでした。そこ

で、小山市では、杣井木川流域排水強化対策事業として考えられる方針案(輪中堤の整備含む)

の提案を行い、地元住民と話し合いを行いながら、最適な整備方針についての選定を進めて

おりました。 

その結果、押切地区では「防災集団移転促進事業」、中里・下泉地区では、「輪中堤の整備」

を進めることが決定いたしました。 

以下が、杣井木川流域における排水強化対策の整備方針及び取組み状況になります。 

 

１. 各地区の整備方針及び取組み状況について 

（１）押切地区(防災集団移転促進事業) 
防災集団移転促進事業とは、「防災のための集団移転促進事業に係る国の財政上の特別

措置等に関する法律」に基づき、災害が発生した地域又は災害危険区域のうち、住民の居

住に適当でないと認められる区域内にある住居の集団的移転を促進する事業です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

杣井木川流域における排水強化対策事業について 

集落の周辺を堤防で囲む

【集団移転事業の主な内容】 

① 住宅団地の用地取得・造成 

② 移転者の住宅建設・土地購入の対する補助 

③ 公共施設(道路・公園等)の整備 

④ 移転元地の土地の買取、建物補償 

⑤ 移転者の住居移転に対する補助 

中里地区 

【凡例】 

：排水機場用地(県事業) 

：調節池用地(県事業) 

：調査検討中(県事業) 

：輪中堤整備計画位置 



（３） 下泉地区（輪中堤の整備） 
１）事業の概要 

事 業 名 ：下泉地区輪中堤整備事業 

事業箇所  ：小山市大字下泉地内 
 

２）令和４年度までの取組み 

・地元住民の整備方針についての意見交 

換会の開催（全１回） 

・事業説明会 
 

３）令和５年度の取組み 

・ 輪中堤整備位置周辺の測量 

・ 輪中堤の基本・詳細設計 

 
２. 田んぼダムの取組みについて 

田んぼが持つ貯留機能を活用し、浸水被害を軽減させる取組みのひとつです。 

排水口(落水工)を改良することにより、田んぼに雨水を一時貯留させ、田んぼから排水

路や河川への排水を抑制し、浸水被害を軽減するものです。 

農林水産省補助事業 多面的機能支払交付金の活用と、市独自の補助により、関係土地

改良区及び農家のご理解・ご協力を頂きながら、取組み面積を広げてまいります。 

 

１）事業の概要 

事 業 名：多面的機能支払交付金、 

      排水対策補助金(田んぼダム) 

取組箇所：杣井木川流域 

整備内容：400ha(約 1,700 箇所、 

貯留量 60 万㎥) 
 

２）令和 3年度末までの取組み 

田んぼダム落水工の改良着手 

79ha、244 箇所、貯留量 11 万㎥ 

を実施済み 
 

３）今後の取組み  

引続き土地改良区及び農家のご理解及び 

ご協力を頂きながら、取組みを進めてま 

いります。 
 
 

 
 

 

 
 
 

３. 杣井木川排水強化対策（栃木県事業）について（参考） 
小山市事業とは別事業として、栃木県栃木土木事務所が実施する杣井木川排水強化対策

は、一級河川巴波川園域河川整備計画(平成 29 年 8月変更)に基づき、「調節池の整備」を進

めており、地下水位が高いことなどから、整備範囲の追加を検討しています。 

なお、杣井木川排水機場の「ポンプ増設」については完了しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４. 各事業の問い合わせ先について 
各事業の、ご不明な点等がありましたら下記の連絡先まで問い合わせください。 
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雨水が排水路に流れる
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排水路の水は川へ 排水路
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杣井木川排水機場のポンプ増設計画図 

杣井木川の調節池の整備計画図 

概 略 図 【(1) 杣井木川流域排水強化対策事業について】

　　　小山市役所 建設水道部 治水対策課 排水強化企画係　電話0285-22-9328

【(2) 田んぼダムについて】

　　　小山市役所 産業観光部 農村整備課 環境整備係　電話0285-22-9263
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【凡例】 

：調節池用地(県事業) 

：調査検討中(県事業) 

：輪中堤整備計画位置 

杣井木川排水機場 外観 


